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官
宣
旨
は
弁
官
宣
旨
、
外
記
宣
旨
と
と
も
に
重
要
な
宣
旨
で
あ
り
、
以
前
卑
考
す
る
と
こ
ろ
を
発
表
し
た
こ
と
が
あ
⑴
る
が
、
そ
の
後
再
考
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
小
稿
で
再
論
し
て
み
た
い
と
思
う
。
い
ま
そ
の
書
式
を
示
す
と
、
左
（
右
）
弁
官
下
某
云
々
年
月
日
左
（
右
）
大
史
某
朝
臣
左
（
右
）
大
弁
某
朝
臣
の
如
く
で
あ
り
、
官
宣
旨
は
公
式
令
に
定
め
ら
れ
て
い
る
太
政
官
符
、
太
政
官
牒
の
作
成
手
続
き
を
簡
略
化
し
た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
因
に
官
宣
旨
は
請
印
手
続
き
が
不
要
で
あ
り
、
上
卿
の
指
示
を
受
け
る
な
り
、
ケ
ー
ス
に
よ
っ
て
は
そ
れ
を
欠
い
た
ま
ま
弁
官
と
史
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
た
。
本
来
口
頭
に
よ
る
指
示
を
文
書
化
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
簡
便
な
手
続
き
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
太
政
官
符
、
太
政
官
牒
に
比
べ
て
仮
の
文
書
と
い
う
性
格
が
あ
り
、
官
宣
旨
の
末
尾
に
は
、
官
符
追
下
、
と
い
う
文
言
が
付
加
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
官
宣
旨
は
九
世
紀
段
階
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
て
い
た
と
み
て
よ
く
、
貞
観
十
一
年
五
月
一
日
付
の
延
暦
寺
あ
て
の
そ
れ
が
最
古
の
も
の
と
さ
れ
て
き
て
⑵
い
る
。
円
珍
書
写
の
も
の
が
園
城
寺
文
書
中
に
伝
え
ら
れ
、『
華
頂
要
略
』に
採
ら
れ
、『
平
安
遺
文
』
に
は
四
五
〇
三
号
文
書
と
し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
そ
れ
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
左
弁
官
下
延
暦
寺
応
検
封
故
円
仁
大
師
真
言
法
文
事
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右
、
中
納
言
藤
原
朝
臣
基
経
宣
、
件
大
師
自
大
唐
将
来
法
文
、
其
数
不
少
、
宜
未
運
納
総
持
院
之
間
、
座
主
遍
照
・
慈
叡
・
承
雲
・
性
悔
大
法
師
等
、
相
共
検
封
、
勿
令
紛
失
者
、
寺
宜
承
知
、
依
宣
行
之
、
不
得
疎
略
、
貞
観
十
一
年
五
月
一
日
大
史
菅
野
朝
臣
良
松
中
弁
藤
原
朝
臣
家
宗
尤
も
武
光
誠
氏
は
、
九
世
紀
代
の
官
宣
旨
は
右
引
文
書
を
孤
証
と
し
、
延
喜
以
降
に
至
り
頻
出
す
る
と
い
う
理
解
に
立
ち
、
右
引
文
書
は
官
宣
旨
に
非
ざ
る
文
書
を
手
直
し
し
た
も
の
で
、
官
宣
旨
の
初
見
と
は
見
做
し
難
い
、
と
の
主
張
を
行
っ
て
⑶
い
る
。
初
出
官
宣
旨
に
つ
い
て
論
が
岐
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、私
見
に
よ
れ
ば『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
に
豊
受
神
宮
祢
宜
神
主
土
主
が
汚
穢
の
過
怠
に
よ
り
職
掌
を
解
却
さ
れ
、
承
和
七
年
正
月
二
十
八
日
に
本
職
に
還
復
し
た
時
の
宣
旨
と
し
て
、
左
弁
官
下
伊
勢
太
神
宮
応
令
依
例
職
掌
供
奉
豊
受
宮
祢
宜
神
主
土
主
事
右
得
今
月
十
六
日
宮
司
真
仲
解
状
云
、
蒙
去
九
月
二
十
七
日
宣
旨
、
可
且
科
上
祓
祓
清
彼
家
口
共
其
身
、
且
停
止
五
箇
月
間
職
掌
、
豊
受
神
宮
祢
宜
神
主
汚
穢
過
怠
事
、
須
永
解
却
見
任
也
、
然
而
皇
太
神
宮
事
異
諸
社
者
、
科
上
祓
、
且
祓
清
家
口
共
其
身
、
且
可
令
停
止
五
箇
月
間
職
掌
供
奉
、
追
任
官
裁
従
事
、
国
並
太
神
宮
宜
承
知
依
宣
行
之
者
、
去
九
月
以
後
已
及
于
五
箇
月
、
不
令
従
事
、
有
限
宮
中
神
事
供
奉
、
朝
夕
御
膳
勤
、
何
無
其
恐
哉
、
望
請
官
裁
、
随
裁
報
預
仕
神
事
、
令
国
家
祈
禱
者
、
左
大
臣
宣
、
奉
勅
、
依
請
、
令
如
本
供
奉
於
職
掌
、
国
並
太
神
宮
司
承
知
依
宣
行
之
、
が
発
給
さ
れ
、
仁
寿
二
年
八
月
十
九
日
に
は
土
主
が
死
人
穢
に
触
れ
た
こ
と
に
よ
る
位
記
勘
進
を
指
示
す
る
こ
と
に
な
り
、
左
弁
官
下
伊
勢
国
太
神
宮
司
応
勘
取
進
上
豊
受
神
宮
祢
宜
外
従
五
以
下
神
主
土
主
位
記
事
右
、
依
有
彼
宮
神
之
祟
可
勘
申
之
由
、
被
下
宣
旨
於
伊
勢
国
並
太
神
宮
司
已
了
、
爰
去
七
月
十
日
追
勘
状
云
、
祢
宜
土
主
以
仁
寿
元
年
八
月
触
死
人
穢
、
恣
調
備
御
膳
供
奉
神
事
、
其
過
怠
違
例
之
由
、
勘
申
言
上
具
也
、
仍
科
大
祓
可
解
却
見
任
之
由
畢
、
右
大
臣
宣
、
奉
勅
、
仰
彼
宮
、
付
祓
使
応
勘
進
土
主
位
記
随
科
大
祓
、
と
い
う
宣
旨
が
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
み
え
て
い
る
。
両
宣
旨
と
も
日
付
と
作
成
者
名
を
欠
い
て
い
る
が
、「
左
弁
官
下
伊
勢
国
太
神
宮
」と
い
う
宛
先
の
記
載
や
事
書
の
あ
り
方
か
ら
み
て
頗
ぶ
る
整
っ
た
官
宣
旨
の
形
式
を
踏
ん
で
い
る
こ
と
が
判
明
し
、
官
宣
旨
で
あ
る
こ
と
に
疑
問
の
余
地
が
な
い
。
日
付
と
作
成
者
を
欠
い
て
い
る
の
は
、『
太
神
宮
諸
雑
事
記
』
の
編
者
が
省
い
た
こ
と
に
由
る
の
で
あ
ろ
う
。
土
主
の
復
職
や
触
穢
に
つ
い
て
は
『
二
所
太
神
宮
例
文
』
に
も
記
述
が
み
え
て
お
り
、
右
引
二
通
の
宣
旨
の
内
容
を
別
な
史
料
に
よ
り
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
即
ち
初
出
官
宣
旨
と
さ
れ
て
き
て
い
る
貞
観
十
一
年
五
月
一
日
付
の
そ
れ
に
先
立
ち
承
和
七
年
正
月
二
十
八
日
官
宣
旨
な
い
し
、
仁
寿
二
年
八
月
十
九
日
官
宣
旨
の
所
在
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
更
に
岡
野
浩
二
氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
貞
観
年
間
の
寺
院
宛
の
官
宣
旨
を
少
な
か
ら
ず
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
⑷
の
で
、
貞
観
十
一
年
官
宣
旨
の
後
延
喜
年
間
に
至
る
ま
で
官
宣
旨
の
例
が
な
い
と
す
る
武
光
氏
の
所
見
が
不
備
で
あ
る
こ
と
は
明
白
な
の
で
あ
る
。
森 田 悌
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九
世
紀
段
階
の
官
宣
旨
が
貞
観
十
一
年
の
も
の
の
み
と
す
る
と
、
九
世
紀
に
お
け
る
そ
の
流
通
は
限
ら
れ
て
い
た
可
能
性
を
排
さ
な
い
が
、
承
和
七
年
や
仁
寿
二
年
な
い
し
貞
観
年
間
の
官
宣
旨
よ
り
九
世
紀
段
階
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
太
政
官
符
、
太
政
官
牒
と
い
う
正
規
の
文
書
に
よ
る
指
示
と
は
別
に
口
頭
に
よ
る
指
示
方
法
が
頻
用
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
想
像
に
難
く
な
く
、
そ
れ
を
文
書
化
し
た
官
宣
旨
が
律
令
時
代
の
早
い
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
と
し
て
も
不
思
議
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
職
員
令
集
解
鼓
吹
司
条
に
、
和
銅
二
年
六
月
十
二
日
、
右
大
弁
官
宣
之
、
と
あ
り
、
孝
課
令
集
解
内
外
初
位
条
に
、
養
老
五
年
官
宣
、
在
省
唱
考
之
曰
、
三
位
称
卿
、
四
位
称
姓
、
五
位
先
名
後
姓
、
以
為
永
例
、
と
み
え
て
い
る
。
右
大
弁
官
宣
な
い
し
官
宣
が
ど
う
い
う
も
の
で
あ
る
の
か
不
詳
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
官
宣
旨
の
先
の
可
能
性
は
十
分
に
あ
ろ
う
。
猶
、
官
宣
な
る
語
は
『
類
聚
三
代
格
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
天
安
三
年
三
月
十
三
日
太
政
官
符
や
弘
仁
六
年
十
一
月
十
四
日
太
政
官
符
・
寛
平
七
年
十
二
月
三
日
官
符
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
寛
平
七
年
官
符
で
は
、
諸
人
氏
神
多
在
畿
内
、
毎
年
二
月
四
月
十
一
月
何
廃
先
祖
之
常
祀
、
若
有
申
請
者
直
下
官
宣
、
と
い
う
文
脈
中
に
み
え
て
い
る
。
弁
官
宣
旨
や
外
記
宣
旨
の
可
能
性
が
あ
る
が
、
官
宣
旨
の
可
能
性
も
皆
無
と
は
い
え
な
い
だ
ろ
う
。
和
銅
や
養
老
と
い
う
八
世
紀
前
半
の
段
階
で
は
口
頭
指
示
を
文
書
化
し
た
宣
旨
の
類
も
定
式
化
以
前
の
可
能
性
が
高
い
が
、
九
世
紀
段
階
と
も
な
れ
ば
整
っ
た
様
式
の
官
宣
旨
が
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、『
類
聚
三
代
格
』所
収
官
符
中
に
み
え
る
官
宣
も
整
っ
た
か
た
ち
の
文
書
と
み
て
よ
い
と
思
う
。
『
延
暦
交
接
式
』
に
は
、
太
政
官
宣
、
比
年
諸
国
司
等
交
替
之
日
、
各
貪
公
、
競
起
争
論
、
自
失
上
下
之
序
、
既
欠
清
廉
之
風
、
於
理
商
量
、
不
可
如
此
、
今
故
立
式
条
、
具
如
左
、
凡
国
司
処
分
公
式
者
、
総
計
当
年
所
出
公
先
塡
官
物
之
欠
負
未
納
、
次
割
国
内
之
儲
物
、
後
以
見
残
作
差
処
分
、
其
差
法
者
、
長
官
六
分
、
次
官
四
分
、
判
官
三
分
、
主
典
二
分
、
史
生
一
分
、
其
国
博
士
・
医
師
、
准
史
生
例
、
員
外
官
者
各
准
当
色
、
天
平
宝
字
元
年
十
月
十
一
日
と
あ
り
、
太
政
官
宣
な
る
文
書
が
収
載
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
天
平
勝
宝
七
年
七
月
五
日
太
政
官
宣
も
み
え
て
い
る
。
長
文
な
の
で
略
文
に
し
て
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
太
政
官
宣
、
官
物
欠
負
及
未
納
物
応
償
塡
事
、
（
略
）
一
動
物
欠
負
及
欠
損
事
、
（
略
）
一
不
動
物
欠
負
及
損
捐
事
、
（
略
）
一
未
納
物
事
、
（
略
）
官宣旨考
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以
前
、
被
大
納
言
従
二
位
藤
原
朝
臣
仲
麻
呂
宣
、
具
件
如
右
、
国
司
宜
承
知
、
自
今
以
後
永
為
恒
例
、
天
平
勝
宝
七
年
七
月
五
日
内
容
的
に
財
政
に
関
わ
り
弁
官
の
管
掌
事
項
に
渉
っ
て
い
る
こ
と
が
推
知
さ
れ
る
の
で
、
こ
こ
の
太
政
官
宣
は
官
宣
旨
に
近
似
し
て
い
る
文
書
と
推
測
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。
太
政
官
宣
作
成
者
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
天
平
勝
宝
七
年
太
政
官
宣
の
場
合
上
卿
大
納
言
藤
原
仲
麻
呂
の
宣
を
奉
受
す
る
と
な
る
と
弁
・
史
以
外
に
考
え
難
く
、
上
卿
と
弁
・
史
の
連
携
に
よ
る
宣
旨
と
な
る
と
先
ず
は
官
宣
旨
と
な
る
の
で
、
右
二
通
の
太
政
官
宣
は
官
宣
旨
類
似
の
可
能
性
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
猶
、『
続
日
本
後
紀
』
承
和
三
年
五
月
辛
亥
条
に
は
、
右
少
弁
藤
原
朝
臣
当
道
於
浜
頭
称
揚
太
政
官
宣
曰
、
遣
唐
使
判
官
以
下
、
為
国
家
尓
有
犯
事
者
、
随
罪
軽
重
、
死
罪
以
下
科
決
止
志
氐
、
大
使
主
小
使
主
尓
節
刀
給
部理
、
諸
知
此
状
謹
勤
仕
奉
止
宣
、
と
い
う
記
事
が
み
え
て
い
る
。
藤
原
常
嗣
を
大
使
と
す
る
承
和
の
遣
唐
使
を
難
波
浜
に
て
見
送
る
儀
式
の
一
駒
で
あ
る
が
、
前
日
庚
戌
に
蔵
人
頭
藤
原
助
が
遣
わ
さ
れ
て
実
施
さ
れ
た
送
別
の
勅
語
の
下
賜
に
続
く
次
第
で
あ
る
。
勅
語
は
宣
命
体
で
あ
り
、
右
引
文
の
太
政
官
宣
も
宣
命
体
で
あ
る
か
ら
、
文
字
通
り
宣の
る
、
読
み
あ
げ
ら
れ
た
と
み
て
よ
い
。
右
太
政
官
宣
の
内
容
は
大
使
・
副
使
に
対
し
て
科
決
の
権
限
を
与
え
る
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
弁
官
藤
原
当
道
が
決
定
し
得
る
範
囲
を
越
え
て
お
り
、
公
卿
、
上
卿
の
宣
、
指
示
を
う
け
て
の
宣
揚
で
あ
る
。
こ
の
太
政
官
宣
も
文
書
に
仕
立
て
あ
げ
た
と
す
れ
ば
、
弁
官
藤
原
当
道
が
上
卿
の
宣
を
う
け
て
史
と
と
も
に
作
成
し
た
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
一
案
と
し
て
官
宣
旨
様
の
文
書
と
な
っ
た
と
推
論
し
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
以
上
よ
り
資
料
中
に
散
見
す
る
官
宣
、
太
政
官
宣
は
官
宣
旨
の
可
能
性
あ
り
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
㈡
と
こ
ろ
で
官
宣
旨
に
関
わ
る
論
点
の
一
に
、
常
に
上
卿
の
宣
を
う
け
て
弁
史
が
作
成
す
る
か
、
上
卿
の
宣
を
必
ず
し
も
必
須
と
せ
ず
弁
史
の
み
に
よ
り
作
成
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
、
が
あ
る
。
早
川
庄
八
氏
は
、
官
宣
旨
は
、
弁
官
が
上
宣
の
旨
を
伝
達
す
る
た
め
に
作
成
し
発
給
す
る
文
書
の
意
で
あ
る
。
と
述
べ
て
い
る
。
現
存
す
る
多
く
の
官
宣
旨
は
上
宣
、
上
卿
の
宣
を
う
け
て
弁
史
が
作
成
し
て
い
る
の
で
、
早
川
説
は
正
鵠
を
射
て
い
る
趣
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
『
類
聚
符
宣
抄
』
巻
一
に
、
左
弁
官
下
大
和
国
使
従
五
位
下
為
済
王
従
肆
人
従
五
位
下
藤
原
朝
臣
栄
光
従
肆
人
従
五
位
下
神
祇
大
祐
直
宿
祢
是
盛
従
肆
人
神
部
壱
人
従
壱
人
已
上
広
瀬
使
従
五
位
下
信
忠
王
従
肆
人
従
五
位
下
三
善
朝
信
興
光
従
肆
人
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正
六
位
上
行
神
祇
小
輔
卜
部
宿
祢
兼
忠
従
参
人
神
部
壱
人
従
壱
人
已
上
龍
田
使
執
幣
各
弐
人
御
馬
参
疋
右
来
月
四
日
為
奉
広
瀬
龍
田
両
社
幣
帛
、
差
件
等
人
充
使
、
発
遣
如
件
者
、
国
宜
承
知
依
件
行
之
、
使
者
経
彼
之
間
、
依
例
供
給
、
路
次
之
国
亦
宜
准
此
、
官
符
追
下
、
長
和
四
年
三
月
廿
九
日
少
史
紀
朝
臣
行
信
少
弁
源
朝
臣
と
い
う
、
上
宣
を
欠
い
た
官
宣
旨
が
み
え
る
の
で
早
川
説
は
当
を
失
し
て
い
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
で
あ
る
。
太
政
官
符
と
い
え
ば
、
太
政
官
で
の
決
定
を
諸
司
諸
国
等
へ
伝
達
す
る
た
め
の
弁
史
が
作
成
す
る
文
書
に
他
な
ら
な
い
が
、
官
宣
旨
は
太
政
官
で
の
決
定
を
弁
史
が
口
頭
で
伝
達
す
る
と
こ
ろ
を
文
書
化
し
た
も
の
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
政
務
に
関
し
弁
史
の
裁
量
の
余
地
は
小
さ
く
、
つ
き
つ
め
れ
ば
事
務
的
な
範
囲
に
と
ど
ま
る
が
、
そ
の
範
囲
な
ら
ば
赴
任
国
司
へ
の
供
給
を
指
示
す
る
任
符
の
如
く
、
弁
史
の
み
で
太
政
官
符
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
官
宣
旨
に
関
し
て
も
裁
量
の
余
地
の
限
ら
れ
た
事
務
的
範
囲
内
で
あ
る
な
ら
ば
弁
史
の
み
で
作
り
得
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
右
引
長
和
四
年
官
宣
旨
は
広
瀬
龍
田
使
発
遣
に
当
り
路
次
国
へ
の
供
給
を
指
示
す
る
内
容
で
あ
り
、
任
符
と
性
格
を
同
じ
く
し
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
広
瀬
龍
田
使
の
任
命
と
な
る
と
弁
史
が
決
め
る
範
囲
外
と
な
る
が
、
決
定
し
た
広
瀬
龍
田
使
へ
の
供
給
と
な
る
と
裁
量
の
余
地
は
限
ら
れ
、
弁
史
の
み
で
指
示
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
官
宣
旨
の
一
種
に
諸
司
諸
国
に
対
し
て
物
品
の
提
供
を
求
め
る
召
物
官
宣
旨
が
あ
る
。『
朝
野
群
載
』巻
六
、
太
政
官
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
を
示
す
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。
左
弁
官
下
尾
張
国
応
早
速
進
上
猿
頭
硯
式
拾
口
、
瓶
弐
拾
口
事
右
左
大
臣
宣
、
件
硯
等
外
記
結
政
左
右
庁
、
陣
頭
用
途
料
、
宜
仰
彼
国
依
例
令
進
済
者
、
国
宣
承
知
、
依
宣
行
之
、
寄
事
左
右
、
莫
忘
其
勤
、
長
治
元
年
九
月
廿
九
日
左
少
史
准
宗
右
少
弁
藤
原
朝
臣
書
式
と
し
て
は
通
常
の
官
宣
旨
に
完
全
に
一
致
し
て
お
り
、
召
物
と
い
う
指
示
内
容
に
即
し
て
召
物
官
宣
旨
と
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
付
言
す
れ
ば
、
右
官
宣
旨
で
は
「
左
大
臣
宣
」
と
あ
り
、
弁
史
が
上
宣
を
う
け
て
作
成
し
た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
右
の
文
書
と
同
性
格
の
文
書
が
『
西
宮
記
』
巻
十
五
、
宣
旨
事
に
み
え
、
次
の
如
く
で
⑸
あ
る
。
右
弁
官
下
大
和
国
応
早
令
運
供
御
日
次
外
相
撲
料
氷
四
駄
事
右
得
主
水
司
解
、
件
氷
国
々
申
消
失
之
由
、
僅
所
遺
氷
啻
大
和
国
也
、
望
請
因
准
先
例
被
下
宣
旨
、
充
用
相
撲
料
者
、
大
納
言
藤
原
朝
臣
扶
幹
宣
、
宜
下
知
国
宰
早
令
運
進
者
、
国
宜
承
知
依
宣
行
之
、
仍
須
毎
日
卯
刻
以
令
会
運
進
、
用
途
有
期
不
得
闕
怠
、
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承
平
七
年
七
月
廿
三
日
右
少
史
十
市
部
宿
祢
春
宗
右
少
弁
大
江
朝
臣
朝
綱
上
宣
で
あ
る
大
納
言
藤
原
朝
臣
扶
幹
の
宣
を
う
け
て
氷
の
運
進
を
指
示
す
る
内
容
で
あ
り
、
長
治
元
年
九
月
二
十
七
日
宣
旨
に
倣
い
召
物
官
宣
旨
と
称
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、『
西
宮
記
』
巻
十
五
、
宣
旨
事
で
は
右
宣
旨
に
つ
い
て
、
是
謂
国
宣
旨
今
案
件
宣
旨
等
、
躰
外
、
又
有
先
書
小
状
応
云
官
宣
旨
、
是
下
諸
司
等
之
類
也
、
と
い
う
注
記
が
施
さ
れ
て
お
り
、
国
宣
旨
と
称
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
細
注
に
あ
る
如
く
官
宣
旨
に
異
な
ら
な
い
の
で
あ
る
が
、
諸
国
に
対
し
て
召
物
指
示
を
し
て
い
る
の
で
、
国
宣
旨
と
い
う
呼
称
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
官
宣
旨
は
内
容
、
ま
た
宛
先
に
よ
り
、
召
物
官
宣
旨
、
国
宣
旨
と
い
う
呼
称
を
得
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
と
こ
ろ
で
『
西
宮
記
』
巻
十
五
、
宣
旨
事
で
は
、
絹
二
千
疋
、
下
大
蔵
、
綿
一
万
屯
右
今
月
十
九
日
、
新
嘗
会
、
親
王
已
下
五
位
以
上
禄
料
、
彼
省
所
請
如
件
、
承
平
六
年
十
一
月
十
六
日
右
大
臣
宣
、
宜
充
之
、
右
中
弁
藤
原
朝
臣
在
衡
奉
、
綿
伍
千
屯
、
下
大
蔵
、
右
今
月
十
六
日
、
踏
歌
庭
積
禄
料
、
依
例
彼
省
所
請
如
件
、
年
月
日
左
大
臣
宣
、
宜
充
之
、左
中
弁
大
臣
朝
臣
朝
綱
奉
と
い
う
二
通
の
宣
旨
を
引
載
し
、
謂
之
大
宣
旨
、
と
い
う
注
記
を
行
っ
て
い
る
。
大
宣
旨
と
は
大
臣
の
宣
旨
を
う
け
て
い
る
こ
と
に
よ
る
呼
称
だ
ろ
う
が
、『
朝
野
群
載
』
巻
六
に
官
切
下
文
と
し
て
、
五
色
絹
六
疋
下
大
蔵
、
糸
七
十
、
両
面
二
疋
、
帛
一
疋
、
三
丈
綾
一
疋
、
苧
十
斤
、
白
木
唐
櫃
六
合
、
紅
花
六
十
七
斤
九
両
、
黄
大
丗
三
斤
、
茜
大
廿
三
斤
、
銭
四
貫
六
百
文
、
紫
草
大
百
一｜｜
斤
、
白
紙
二
百
六
十
枚
下
中
務
、
油
二
斗
五
升
六
合
下
宮
内
、
右
奉
三
山
所
々
荷
前
料
、
内
蔵
寮
所
請
如
件
、
寛
弘
元
年
十
一
月
十
二
日
左
少
史
私
右
少
弁
藤
原
朝
臣
左
大
臣
宣
、
旨
充
之
、
一
疋
下
大
蔵
、
銭
五
百
文
、
米
五
斗
下
宮
内
、
右
今
月
十
七
日
祭
薗
韓
神
解
除
料
、
神
祇
官
所
請
如
件
、
長
和
三
年
十
一
月
三
日
左
大
史
左
少
弁
左
大
臣
宣
、
旨
充
之
、
と
い
う
二
通
の
文
書
が
採
ら
れ
て
い
る
。
二
通
と
も
に
大
臣
宣
を
う
け
て
お
り
、
『
西
宮
記
』
の
記
述
に
従
え
ば
大
宣
旨
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
官
切
下
文
と
は
太
政
官
が
諸
司
に
物
資
の
納
入
を
求
め
る
文
書
で
あ
り
、
弁
官
が
諸
司
ご
と
に
必
要
物
資
を
書
記
し
、
末
尾
に
大
臣
が
承
認
し
た
旨
の
宣
を
書
き
加
え
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
同
種
の
文
書
な
が
ら
、
大
臣
宣
に
注
目
す
る
と
大
宣
旨
、
物
資
の
納
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入
を
求
め
る
と
い
う
内
容
に
即
す
と
官
切
下
文
と
称
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。尤
も
官
切
下
文
に
は
、
五
色
薄
各
伍
尺
下
大
蔵
、
木
綿
大
拾
両
、
麻
大
伍
両
、
調
布
伍
段
、
鉄
人
形
十
枚
、
米
壱
斗
下
宮
内
、
海
藻
拾
斤
下
宮
内
、
蚫
堅
魚
各
伍
斗
、
壱
斗
、
鮨
壱
斗
、
拾
口
、
瓶
伍
口
、
筥
伍
合
下
神
祇
官
、
酒
壱
斗
下
宮
内
、
右
伊
勢
斎
王
京
路
次
所
々
御
祓
料
、
神
祇
官
所
請
如
件
、
嘉
承
二
年
十
二
月
四
日
左
中
弁
藤
原
朝
臣
奉
権
中
納
言
源
朝
臣
基
綱
宣
、
宜
宛
之
、
が
『
朝
野
群
載
』
巻
四
に
採
ら
れ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
大
臣
宣
で
な
く
権
中
納
言
の
宣
を
う
け
る
体
裁
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
で
は
大
宣
旨
を
称
す
る
の
は
無
理
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
宣
旨
の
類
別
呼
称
は
か
な
り
便
宜
的
と
い
っ
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
猶
、
こ
れ
ま
で
引
用
し
て
き
た
大
宣
旨
な
い
し
官
切
下
文
で
は
上
宣
の
奉
者
で
あ
る
弁
官
の
位
署
が
年
月
日
の
下
に
あ
る
場
合
と
大
臣
な
い
し
上
卿
の
次
に
記
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
と
が
あ
る
。
奉
者
は
上
卿
宣
の
次
に
く
る
の
が
本
来
で
あ
ろ
う
か
ら
、
嘉
承
二
年
十
二
月
四
日
の
官
切
下
文
に
み
え
る
日
下
の
左
中
弁
の
位
署
は
誤
記
と
見
得
る
よ
う
で
あ
る
。
大
臣
宣
の
下
な
い
し
そ
の
次
行
に
書
記
さ
れ
る
の
が
本
来
の
あ
り
方
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
史
の
位
署
の
あ
る
も
の
と
な
い
も
の
と
が
あ
る
が
、『
西
宮
記
』
巻
十
五
、
官
宣
旨
事
に
は
、
?大
）
宣
旨
表
史
加
名
字
也
、
と
あ
る
の
で
、
史
の
名
前
を
記
入
す
る
こ
と
が
書
式
と
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
尤
も
次
節
で
と
り
あ
げ
る
『
儀
式
』（『
貞
観
儀
式
』）
所
載
の
大
宣
旨
に
史
の
名
前
は
記
入
さ
れ
て
い
な
い
。『
儀
式
』と
い
う
朝
廷
の
編
纂
物
に
み
え
な
い
こ
と
を
考
慮
す
る
と
、
本
来
の
大
宣
旨
に
は
史
の
名
前
を
記
入
す
る
こ
と
は
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
奉
者
で
あ
る
弁
の
名
前
を
記
す
の
み
で
完
結
し
て
い
た
ら
し
い
。
大
宣
旨
は
供
給
に
当
る
必
要
部
署
へ
下
附
す
る
な
り
仰
伝
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
下
附
な
い
し
仰
伝
す
る
際
に
事
に
当
る
史
が
名
前
を
記
す
こ
と
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
引
大
宣
旨
の
中
に
は
日
下
に
史
の
名
前
が
記
入
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
が
、
下
附
な
い
し
仰
伝
の
過
程
で
史
の
名
前
が
書
か
れ
た
と
す
れ
ば
、
日
下
へ
の
記
入
は
不
審
で
あ
る
。
早
川
庄
八
氏
は
、
年
月
日
の
下
に
史
の
署
は
な
く
、
史
の
署
は
端
裏
に
書
か
れ
る
。
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
先
の
『
西
宮
記
』
巻
十
五
の
宣
旨
の
表
に
史
の
名
を
書
く
と
す
る
注
記
に
着
目
す
る
と
、
端
裏
に
書
記
す
る
と
い
う
の
も
理
解
し
難
く
、
強
い
て
推
測
す
れ
ば
端
書
の
よ
う
な
形
で
記
入
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
先
に
官
切
下
文
に
し
て
大
臣
宣
を
う
け
て
い
る
も
の
を
大
宣
旨
と
称
す
る
こ
と
を
述
べ
た
が
、『
西
宮
記
』
巻
十
五
、
宣
旨
事
に
は
、
右
弁
官
下
左
右
京
夫
丗
人
識
別
十
五
人
、
右
運
今
月
十
八
日
、
始
修
内
裏
御
修
法
装
束
料
、
依
例
掃
部
寮
所
請
如
件
、
両
職
承
知
、
以
調
銭
雇
者
、
承
平
七
年
九
月
十
八
日
左
大
史
檜
前
忠
明
少
弁
源
朝
臣
相
職
と
い
う
官
宣
旨
が
ひ
か
れ
、
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謂
之
小
宣
旨
、
と
い
う
注
記
が
付
さ
れ
て
い
る
。
官
宣
旨
の
書
式
に
適
っ
た
体
裁
と
な
っ
て
い
る
が
、
小
宣
旨
の
意
味
は
こ
の
官
宣
旨
が
大
臣
な
い
し
上
卿
の
宣
を
う
け
て
い
な
い
こ
と
に
由
る
ら
し
い
。
宣
旨
の
内
容
や
宛
先
如
何
に
よ
り
召
物
官
宣
旨
を
称
し
た
り
国
宣
旨
を
称
す
る
こ
と
が
あ
り
、
大
臣
宣
を
う
け
た
り
逆
に
上
卿
宣
を
う
け
て
い
な
い
こ
と
よ
り
大
宣
旨
、
小
宣
旨
と
い
う
部
類
分
け
が
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
前
節
で
私
は
長
和
四
年
三
月
二
十
九
日
付
の
上
宣
を
欠
い
た
官
宣
旨
を
引
用
し
た
が
、
こ
の
官
宣
旨
も
大
宣
旨
、
小
宣
旨
と
い
う
部
類
分
け
を
適
用
す
れ
ば
後
者
に
属
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
『
朝
野
群
載
』
巻
四
に
は
、
左
弁
官
下
山
城
国
葛
野
筵
百
枚
折
薦
佰
枚
右
、
伊
勢
斎
王
暫
住
河
陽
宮
鋪
設
料
、
依
例
所
充
如
件
、
国
宜
承
知
、
以
頓
宮
儲
内
、
便
早
充
之
、
官
符
追
下
、
嘉
承
二
年
十
二
月
四
日
右
大
史
紀
朝
臣
中
弁
藤
原
朝
臣
が
引
か
れ
、『
平
安
遺
文
』、
補
三
三
号
文
書
と
し
て
、
左
弁
官
下
右
京
夫
拾
人
右
、
来
年
正
月
被
行
太
元
法
所
料
、
依
例
彼
所
所
請
如
件
、
嘉
承
二
年
十
二
月
日
少
史
高
橘
朝
臣
少
弁
官
源
朝
臣
同
補
三
六
号
文
書
と
し
て
、
左
弁
官
下
民
部
干
物
肆
俵
二
俵
僧
供
所
料
一
俵
行
事
所
料
槽
弐
隻
臼
壱
腰
杵
弐
枝
箕
壱
舌
右
、
来
年
正
月
被
行
太
元
法
所
料
、
依
例
彼
所
所
請
如
件
、
嘉
承
二
年
十
二
月
日
少
史
高
橘
朝
臣
少
弁
官
源
朝
臣
が
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
上
宣
を
欠
く
こ
と
か
ら
小
宣
旨
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
小
宣
旨
は
上
宣
を
欠
く
の
で
あ
る
か
ら
、
宣
旨
に
書
記
さ
れ
て
い
る
弁
史
の
み
に
よ
り
作
成
さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
早
川
庄
八
氏
は
物
品
の
提
供
を
指
示
す
る
小
宣
旨
の
前
提
と
し
て
上
宣
を
う
け
た
官
切
下
文
、
大
宣
旨
の
類
が
作
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
か
か
る
小
宣
旨
は
実
質
的
に
上
宣
を
う
け
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
、
と
の
所
見
を
述
べ
て
い
る
。
物
品
の
提
供
を
求
め
る
小
宣
旨
を
含
め
、
私
は
上
宣
欠
如
の
官
宣
旨
は
弁
史
限
り
で
作
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
で
あ
る
が
、
早
川
氏
は
小
宣
旨
に
は
書
式
上
上
宣
は
み
え
な
い
に
し
て
も
、
実
質
的
に
上
宣
を
う
け
て
い
る
の
で
、
弁
史
限
り
で
な
く
上
宣
の
下
で
作
ら
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
早
川
氏
の
こ
の
解
釈
は
、
既
引
し
た
「
官
宣
旨
は
、
弁
官
が
上
宣
の
旨
を
伝
達
す
る
た
め
に
作
成
し
発
給
す
る
文
書
の
意
で
あ
る
」
と
す
る
氏
の
官
宣
旨
観
と
密
接
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
氏
の
議
論
は
文
― ―24
森 田 悌
書
を
論
ず
る
に
当
り
書
式
、
形
式
論
と
実
態
論
を
混
同
し
た
議
論
と
云
わ
ざ
る
を
得
ず
、
方
法
レ
ベ
ル
で
賛
同
し
難
い
所
見
で
あ
ろ
う
。
私
は
、
文
書
論
は
書
式
、
形
式
論
を
中
心
に
議
論
さ
れ
る
べ
き
で
、
安
易
に
実
態
如
何
を
議
論
し
始
め
る
と
無
用
な
混
乱
を
招
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
上
宣
を
欠
く
小
宣
旨
の
作
成
過
程
で
大
臣
等
の
意
向
が
影
響
を
与
え
る
よ
う
な
こ
と
は
珍
し
く
な
い
だ
ろ
う
が
、
文
書
面
に
大
臣
宣
と
い
う
よ
う
な
語
句
が
な
い
限
り
、
大
臣
宣
を
う
け
て
い
る
と
は
云
い
難
い
と
考
え
る
。
小
宣
旨
を
う
け
と
っ
た
人
は
大
臣
宣
を
欠
く
こ
と
か
ら
、
大
臣
の
指
示
が
あ
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
文
書
に
「
奉
勅
」
と
あ
れ
ば
、
現
実
に
「
奉
勅
」
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
「
奉
勅
」
を
経
て
い
る
文
書
と
し
て
扱
わ
れ
、
逆
に
「
奉
勅
」
と
な
け
れ
ば
仮
に
勅
意
に
出
る
に
し
て
も
「
奉
勅
」
文
書
と
し
て
は
扱
わ
れ
な
い
。
形
式
を
満
た
し
た
詔
勅
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
が
偽
作
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
も
見
抜
か
れ
な
い
限
り
詔
勅
と
し
て
通
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
朝
廷
変
事
に
お
い
て
鈴
印
の
争
奪
が
問
題
に
な
る
の
は
、
印
璽
を
入
手
す
れ
ば
信
憑
性
を
有
す
る
詔
勅
を
作
り
得
た
こ
と
に
よ
る
。
文
書
論
に
お
い
て
実
態
で
は
な
く
書
式
、
形
式
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
が
、
上
宣
に
よ
る
と
い
う
文
言
を
欠
い
て
い
て
も
実
態
的
に
上
宣
を
う
け
て
い
る
な
ら
ば
上
宣
を
う
け
て
い
る
の
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
早
川
氏
の
所
論
は
、
書
式
、
形
式
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
文
書
の
性
質
を
無
視
し
た
議
論
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。
稍
方
法
論
的
な
議
論
に
傾
い
た
が
、
私
見
で
は
小
宣
旨
が
上
宣
を
う
け
て
い
る
と
す
る
早
川
氏
の
主
張
に
は
遽
か
に
は
従
い
難
い
。
仮
に
上
宣
が
あ
る
な
ら
ば
、
官
宣
旨
中
で
そ
の
こ
と
に
触
れ
た
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
猿
頭
硯
と
瓶
の
進
上
を
求
め
る
既
引
長
治
元
年
九
月
二
十
九
日
官
宣
旨
で
は
「
左
大
臣
宣
」
に
よ
る
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
上
宣
が
あ
る
な
ら
ば
必
ず
こ
の
よ
う
に
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
早
川
氏
は
小
宣
旨
が
大
宣
旨
を
前
提
と
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
と
説
く
一
方
で
、
小
宣
旨
の
具
体
的
な
前
提
と
な
っ
て
い
る
大
宣
旨
の
例
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
と
述
べ
て
い
る
。
と
な
る
と
、
小
宣
旨
と
大
宣
旨
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
氏
の
理
解
を
裏
付
け
る
確
証
は
な
い
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
に
な
り
、
氏
説
が
成
立
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
可
否
あ
い
な
か
ば
す
る
と
い
っ
た
と
こ
ろ
が
実
情
で
あ
ろ
う
。
早
川
説
と
は
別
に
、
小
宣
旨
は
大
宣
旨
と
交
渉
す
る
こ
と
な
く
弁
史
の
み
に
よ
り
作
ら
れ
て
い
た
、
と
い
う
想
定
も
十
分
に
成
り
た
ち
得
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
先
に
官
切
下
文
大
宣
旨
の
例
を
引
載
し
た
が
、
上
宣
の
旨
を
記
し
、
奉
者
で
あ
る
弁
官
が
署
名
し
て
い
て
、
頗
ぶ
る
完
成
し
た
形
の
文
書
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
か
か
る
大
宣
旨
が
作
ら
れ
れ
ば
、
弁
官
が
必
要
部
署
へ
指
示
さ
れ
た
内
容
を
伝
達
す
る
に
当
っ
て
は
官
宣
旨
を
作
る
こ
と
な
く
、
こ
の
大
宣
旨
を
手
渡
す
な
り
読
示
す
れ
ば
十
分
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。『西
宮
記
』
巻
十
五
、
官
宣
事
に
は
、
左
大
史
尾
張
宿
祢
言
仰
、
大
弁
平
朝
臣
時
望
伝
宣
、
右
大
臣
宣
、
今
月
十
八
日
、
新
嘗
会
、
親
王
、
公
卿
、
諸
王
、
大
夫
以
上
禄
、
宜
以
太
宰
府
所
進
絹
千
捌
佰
拾
疋
、
但
馬
国
所
進
佰
参
拾
疋
、
太
宰
府
綿
捌
仟
伯
弐
拾
屯
、
出
雲
弐
仟
三
伯
屯
、
土
佐
□
□
宛
行
、
但
親
王
・
公
卿
手
禄
、
宜
以
阿
波
国
所
進
在
下
充
之
者
、
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承
平
六
年
閏
十
一
月
少
録
中
臣
固
健
奉
右
大
史
坂
上
経
行
仰
伝
、
大
弁
平
朝
臣
時
望
伝
宣
、
右
大
臣
宣
、
今
日
踏
歌
庭
積
禄
、
以
太
宰
府
所
進
内
在
下
之
行
、承
平
五
年
正
月
少
録
麻
続
幹
時
奉
、
と
い
う
注
記
が
施
さ
れ
て
い
る
。
左
大
臣
が
新
嘗
会
な
い
し
踏
歌
節
禄
の
た
め
の
絹
綿
の
充
行
を
大
弁
に
指
示
し
、
大
弁
が
大
史
に
伝
宣
し
、
大
史
が
大
蔵
少
録
に
仰
せ
下
し
た
の
を
文
書
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
新
嘗
会
の
時
の
禄
料
に
関
わ
る
承
平
六
年
閏
十
一
月
口
宣
は
先
引
承
平
六
年
十
一
月
十
六
日
大
宣
旨
に
関
わ
る
と
い
っ
て
よ
く
、
承
平
五
年
正
月
十
六
日
口
宣
は
踏
歌
庭
積
禄
関
係
で
先
引
承
平
五
年
正
月
十
四
日
大
宣
旨
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
即
ち
右
二
通
は
史
よ
り
大
宣
旨
を
伝
達
さ
れ
た
大
蔵
少
録
が
奉
受
、
作
成
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
宣
旨
が
そ
の
ま
ま
施
行
先
の
官
司
へ
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
間
官
宣
旨
の
よ
う
な
文
書
は
作
成
さ
れ
て
い
な
い
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。
仮
に
官
宣
旨
が
作
ら
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
右
引
し
た
二
通
の
口
宣
の
如
き
文
書
の
作
成
は
不
要
の
は
ず
で
あ
る
。
即
ち
大
宣
旨
を
施
行
す
る
に
当
っ
て
は
官
宣
旨
で
な
く
、
大
宣
旨
を
宣
下
す
る
こ
と
に
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
小
宣
旨
を
大
宣
旨
に
結
び
つ
け
た
早
川
説
は
根
拠
を
欠
い
た
仮
説
以
上
で
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
大
宣
旨
と
小
宣
旨
と
は
、
一
の
宣
旨
伝
達
経
路
に
お
け
る
異
な
っ
た
ス
テ
ー
ジ
に
関
わ
る
も
の
で
な
く
、
相
互
に
異
な
る
伝
達
方
式
に
結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
宣
旨
に
関
わ
る
時
の
弁
官
の
任
務
は
大
臣
宣
を
正
確
に
奉
受
し
て
大
宣
旨
を
作
成
し
、
史
に
必
要
部
署
に
交
付
さ
せ
る
な
り
仰
伝
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
小
宣
旨
作
成
は
、
判
官
が
小
事
に
つ
い
て
は
判
を
下
し
得
る
こ
と
を
含
意
と
す
る
令
規
職
権
で
あ
る
糺
判
に
基
き
、
弁
官
が
主
導
し
史
と
と
も
に
当
っ
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
猶
、
物
品
の
納
入
を
求
め
る
際
に
大
宣
旨
に
よ
る
か
官
宣
旨
に
よ
る
か
に
関
し
基
準
が
あ
っ
た
か
否
か
で
あ
る
が
、
前
者
は
京
官
に
対
す
る
場
合
に
使
用
さ
れ
諸
国
（
含
京
）
宛
て
の
場
合
は
使
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
京
官
に
対
し
物
品
の
調
達
に
関
わ
る
官
宣
旨
が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
、
対
京
官
と
な
る
と
大
宣
旨
・
官
宣
旨
の
い
ず
れ
に
よ
る
か
基
準
が
定
か
で
な
い
よ
う
で
あ
る
。
京
官
に
対
し
て
は
適
宜
官
宣
旨
に
よ
る
な
り
、
大
宣
旨
に
よ
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
勿
論
便
宜
的
性
格
を
有
す
る
官
宣
旨
で
な
く
、
官
府
に
よ
り
物
品
の
納
入
を
求
め
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。
右
の
論
点
は
措
い
て
こ
こ
で
物
品
の
納
入
を
求
め
る
召
物
絡
み
の
宣
旨
を
整
理
す
る
と
、
大
臣
宣
・
上
宣
↓
大
宣
旨
・
官
切
下
文
大
臣
宣
・
上
宣
↓
召
物
官
宣
旨
弁
史
専
当
↓
小
宣
旨
と
い
う
三
様
の
あ
り
方
を
抽
出
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
も
召
物
宣
旨
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
が
、
上
宣
に
関
わ
る
か
弁
史
専
当
で
あ
る
か
に
よ
り
分
け
て
み
た
の
で
あ
る
。
は
既
述
し
た
如
く
弁
官
の
職
掌
糺
判
に
基
く
と
み
ら
れ
る
が
、
慣
例
的
に
決
ま
っ
て
い
る
な
ど
し
て
弁
官
の
裁
量
の
余
地
が
限
ら
れ
て
い
た
場
合
に
作
成
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
召
物
絡
み
で
は
な
い
が
、
弁
史
専
当
に
よ
る
長
和
四
年
三
月
二
十
九
日
の
官
宣
旨
は
広
瀬
龍
田
使
へ
の
路
次
国
の
供
給
を
指
示
す
る
内
容
で
、使
人
発
遣
が
決
ま
れ
ば
自
動
的
に
決
ま
る
態
の
も
の
と
云
っ
て
よ
く
、
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弁
官
に
よ
る
裁
量
の
余
地
は
殆
ど
無
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。
㈢
前
節
で
と
り
あ
げ
た
大
宣
旨
、官
切
下
文
は
弁
官
で
作
成
し
た
起
案
書
に
大
臣
、
上
卿
の
承
認
す
る
旨
の
語
「
左
大
臣
宣
、
宜
充
之
」
と
い
う
よ
う
な
文
言
を
書
き
加
え
、
奉
者
で
あ
る
弁
の
位
署
を
記
入
し
た
も
の
で
、
こ
れ
自
体
を
完
成
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
が
、
起
案
書
に
決
裁
の
旨
を
か
き
つ
け
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
簡
便
に
作
成
さ
れ
た
文
書
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
官
司
へ
提
出
さ
れ
た
解
文
の
類
に
官
人
が
判
許
す
る
旨
の
文
言
を
書
き
加
え
た
文
書
が
少
な
く
な
い
が
、
か
か
る
あ
り
方
に
通
じ
る
趣
向
が
あ
り
、
遡
れ
ば
公
卿
の
奏
状
に
裁
可
の
文
言
を
書
記
す
る
公
式
令
論
奏
・
奏
事
・
便
奏
式
に
通
じ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
公
式
令
上
奏
式
に
通
じ
る
手
続
と
な
れ
ば
、
大
宣
旨
・
官
切
下
文
も
早
く
か
ら
存
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
得
る
こ
と
に
な
る
が
、
通
常
は
『
西
宮
記
』
巻
十
五
所
載
の
既
引
承
平
五
年
正
月
十
四
日
付
大
宣
旨
が
初
期
の
も
の
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
承
平
五
年
は
九
三
五
年
で
あ
る
か
ら
十
世
紀
前
半
中
葉
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
『
儀
式
』（『
貞
観
儀
式
』）
巻
四
で
は
践
祚
大
嘗
祭
儀
に
つ
い
て
儀
式
文
を
掲
記
し
た
後
で
、
儀
式
執
行
課
程
で
物
品
調
達
等
の
た
め
に
作
成
さ
れ
る
文
書
例
を
列
記
し
て
い
る
。
そ
こ
に
太
政
官
符
、
太
政
官
牒
、
官
宣
旨
に
並
ん
で
大
宣
旨
、
官
切
下
文
が
み
え
る
の
で
あ
る
。
◯ａ
左
弁
官
下
宮
内
畳
丗
枚
長
筵
廿
枚
長
畳
十
枚
薦
十
枚
右
其
所
諸
所
預
等
座
料
、
彼
所
所
請
如
件
者
、
年
月
日
大
臣
宣
、
宜
借
収
、弁
姓
名
奉
◯ｂ
下
大
蔵
施
二
丈
二
丈
、
糸
四
両
、
調
布
三
端
一
丈
、
一
丈
二
尺
、
細
部
一
丈
六
尺
、
曝
布
一
丈
二
尺
、
下
民
部
日
蔭
二
荷
下
宮
内
油
三
升
右
其
月
其
日
大
嘗
会
神
態
料
、
依
例
神
祇
官
所
請
如
件
、
年
月
日
大
臣
宣
、
旨
充
之
、
弁
姓
名
奉
◯ｃ
下
大
蔵
主
基
亦
用
此
宣
旨
、
紺
調
布
十
端
調
布
八
端
三
丈
二
尺
、
右
供
奉
大
嘗
会
悠
所
白
丁
物
部
廿
人
装
束
料
、
左
御
門
府
所
請
如
件
、
年
月
日
大
臣
宣
、
宜
充
之
、
弁
姓
名
奉
◯ｄ
下
大
蔵
調
韓
櫃
廿
合
右
大
嘗
会
其
所
所
請
如
件
、
但
事
畢
返
上
、
年
月
日
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大
臣
宣
、
充
収
、弁
姓
名
奉
右
引
し
た
文
書
の
形
態
は
『
西
宮
記
』
巻
十
五
、
宣
旨
事
や
『
朝
野
群
載
』
巻
六
に
採
ら
れ
て
い
る
大
宣
旨
、
官
切
下
文
に
相
異
し
な
い
。
尤
も
◯ａ
〜
◯ｄ
い
ず
れ
に
も
奉
者
弁
の
名
は
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
史
の
そ
れ
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
前
節
で
述
べ
た
如
く
、
史
の
名
前
の
記
入
は
大
宣
旨
を
必
要
部
署
に
下
附
す
る
な
り
仰
伝
す
る
際
に
、
そ
の
責
任
者
と
し
て
史
が
記
入
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
史
の
名
は
欠
く
の
が
本
来
の
あ
り
方
な
の
で
あ
る
。◯ａ
〜
◯ｄ
に
は
具
体
的
な
年
月
日
が
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
何
時
の
時
点
の
も
の
で
あ
る
か
定
か
で
な
い
が
、『
儀
式
』の
撰
述
が
貞
観
十
四
年
以
降
の
貞
観
年
間
と
さ
れ
て
い
る
の
で
、
八
七
〇
年
前
後
の
項
に
は
大
宣
旨
、
官
切
下
文
は
出
現
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
◯ａ
〜
◯ｄ
の
う
ち
◯ａ
の
み
、
左
弁
官
下
宮
内
と
な
っ
て
お
り
、
通
常
の
官
宣
旨
に
類
似
し
た
書
き
方
と
な
っ
て
い
る
。「
左
弁
官
下
宮
内
」
の
如
き
文
体
で
宛
所
を
記
さ
な
い
の
が
大
宣
旨
、
官
切
下
文
の
通
例
で
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
と
、
◯ａ
を
官
宣
旨
と
大
宣
旨
、
官
切
下
文
と
の
中
間
に
位
置
づ
け
得
る
よ
う
で
あ
り
、
召
物
官
宣
旨
を
簡
略
化
す
る
課
程
で
大
宣
旨
、
官
切
下
文
が
出
現
し
た
と
見
得
る
か
も
し
れ
な
い
。
以
上
小
稿
で
は
上
宣
を
欠
く
官
宣
旨
に
つ
い
て
論
じ
、
大
宣
旨
、
官
切
下
文
に
論
及
し
て
み
た
。
注
⑴
?官
宣
旨
の
初
見
と
召
物
宣
旨
」（『
国
書
逸
文
研
究
』
二
五
号
所
収
、
平
成
四
年
）、
拙
著
『
日
本
古
代
の
政
治
と
宗
教
』「
宣
旨
論
」（
雄
山
閣
、
平
成
九
年
）。
⑵
早
川
庄
八
『
宣
旨
試
論
』（
岩
波
書
店
、
平
成
二
年
）。
以
下
早
川
氏
の
研
究
に
言
及
す
る
時
は
こ
の
著
書
で
あ
る
。
⑶
武
光
誠
『
律
令
太
政
官
制
の
研
究
』「
奈
良
・
平
安
時
代
の
太
政
官
政
治
と
宣
旨
」（
吉
川
弘
文
館
、
平
成
十
一
年
）。
⑷
岡
野
浩
二
「
九
・
十
世
紀
の
官
宣
旨
」（『
日
本
史
研
究
』
三
八
七
号
所
収
、
平
成
六
年
）。
⑸
『
西
宮
記
』巻
十
五
、
宣
旨
事
の
末
尾
に
採
ら
れ
て
い
る
大
宣
旨
お
よ
び
後
に
と
り
あ
げ
る
小
宣
旨
、
口
宣
は
『
九
条
年
中
行
事
』
の
巻
末
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。
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